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１ (1) 市　　長
病 院 長
関係部長
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２ (1)

(2)

(3)

３ (1)

(2)

(3)

(4)

病院、施設、飲食店街などでクラスターが発生した場
合、病院と施設の患者・利用者と職員、飲食店の従業員
と利用客及び地域住民に対して、ＰＣＲ検査（抗原検査
を含む）をどのような体制で実施するのか。

コロナ禍における非
正規労働者の雇用実態
と支援制度について

セーフティネットの最後の砦が生活保護制度だが、生
活保護申請の大きなハードルとなっているのが、生活保
護法で義務付けられていない「扶養の照会」である。憲
法で定められた国民の権利執行を促すためにも、当市で
は扶養の照会を率先してやめるべきと考えるが、いかが
か。

国民健康保険税など各種減免制度の適用状況と来年度
に向けての延長について。

国民健康保険加入者の医療費一部負担金減免制度の適
用状況と周知について。

自宅療養者のケアについて、市が保健所と協力して取
り組んでいることはあるのか。

　非正規労働者の雇用・失業状況はどうか。 市　　長
関係部長

市　　長
関係部長
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富士宮市立病院、介
護障害福祉施設、飲食
店街などにおけるクラ
スター防止対策につい
て

富士市立中央病院や県内の福祉施設でクラスターが発
生した要因、初期対応、クラスター収束に向けての対
応、感染防止対策などについて、他市町と十分な情報共
有を行い、クラスター防止の教訓を生かしていく取組は
進んでいるのか。

宿泊施設と自宅での療養について、保健所はどのよう
な基準で陽性者を振り分けているのか。

新型コロナウイルス
感染者の宿泊施設療養
及び自宅療養について 宿泊施設と自宅での療養については、十分な健康

チェックと療養環境が確保され、容態急変時にしっかり
対応できる体制になっているのか。
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